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紹
介
と
批
評

手
　
塚
　
豊
著

『
明
治
初
期
刑
法
史
の
研
究
」

九
〇

（
一
八
六
）

い
つ
て
よ
い
。

　
こ
の
た
び
、
刑
法
史
關
係
の
論
策
十
編
を
え
ら
び
、
十
全
の
補
訂
を
加
え
ら

れ
た
後
、
一
雀
の
書
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
切
な
る
希
求
に
こ
た

え
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
し
た
し
く
教
授
の
薫
陶
を
う
け
る
筆
者
と
し
て
、
喜

び
こ
れ
に
す
ぐ
る
も
の
は
な
い
。

　
近
時
、
明
治
法
制
史
攻
究
の
氣
蓮
よ
う
や
く
た
か
ま
り
、
特
筆
す
べ
き
螢
作

も
、
そ
の
敷
す
く
な
し
と
し
な
い
が
、
刑
法
史
の
領
域
は
、
そ
の
他
の
部
門
に

比
し
て
、
ま
さ
し
く
未
墾
の
分
野
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
い
ま
や
本
書
の
ご
と

き
権
威
あ
る
專
著
の
刊
行
に
よ
り
、
そ
の
研
究
水
準
は
飛
躍
的
に
た
か
め
ら

れ
、
新
た
な
る
覗
野
が
開
か
れ
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。

二

　
戦
後
の
日
本
法
制
史
學
界
に
お
い
て
、
本
書
ほ
ど
、
そ
の
公
刊
が
鶴
首
待
望

さ
れ
た
も
の
は
、
他
に
類
例
が
す
く
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
明
治
刑
法
史

に
關
し
て
、
從
來
、
手
塚
豊
教
授
が
獲
表
さ
れ
て
き
た
諸
論
孜
は
、
ど
れ
も
が
、

つ
ね
に
法
制
史
家
の
注
覗
を
あ
び
て
き
た
。

　
刑
法
史
の
研
究
と
な
ら
ん
で
、
激
授
の
民
法
史
を
め
ぐ
る
か
が
や
か
し
い
業

績
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
い
ま
さ
ら
吸
々
す
る
要
は

な
い
で
あ
ろ
う
が
、
教
授
の
本
領
は
、
む
L
ろ
刑
法
史
の
分
野
に
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
ー
ー
こ
の
不
遜
な
言
を
ゆ
る
さ
れ
よ
！
、
と
筆
者
は
ひ
そ
か
に

考
え
て
い
る
。
激
授
の
、
精
到
な
吟
味
に
も
と
づ
く
、
實
詮
的
な
事
實
求
是
の

眞
摯
な
研
究
態
度
は
、
ひ
ろ
く
學
界
に
定
許
が
あ
る
が
、
そ
の
孜
々
と
し
て
築

き
あ
げ
ら
れ
た
貴
重
な
成
果
が
、
明
治
刑
法
史
の
究
明
に
刮
目
す
べ
き
貢
献
を

な
し
て
き
た
の
で
、
敷
授
が
、
自
ら
の
研
究
を
集
大
成
さ
れ
、
そ
の
豊
系
の
全

貌
を
閲
明
さ
れ
る
こ
と
が
、
こ
こ
藪
年
來
の
學
界
の
課
題
と
な
つ
て
い
た
、
と

　
本
書
の
構
成
は
、
「
明
治
政
府
の
刑
事
法
」
と
「
府
・
縣
・
藩
の
刑
事
法
」

の
二
部
に
わ
か
た
れ
、
前
者
は
五
論
説
を
、
後
者
は
三
編
の
研
究
を
牧
め
、
別

に
附
録
と
し
て
、
死
刑
に
關
す
る
二
つ
の
作
品
を
添
加
す
る
。
い
ま
、
こ
れ
を

列
記
す
れ
ば
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
部
　
明
治
政
府
の
刑
事
法

　
　
　
　
假
刑
律
の
一
考
察

　
　
　
　
新
律
綱
領
編
纂
關
係
者
考

　
　
　
　
新
律
綱
領
の
施
行
に
關
す
る
一
考
察

　
　
　
　
校
正
律
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
明
治
初
年
の
拷
間
制
度

　
第
二
部
　
府
・
縣
・
藩
の
刑
事
法

　
　
　
　
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法



　
　
　
　
明
治
初
年
の
神
奈
川
縣
刑
法

　
　
　
　
刑
法
局
格
例
調
考

　
附
　
録

　
　
　
　
近
代
日
本
の
絞
首
蔓

　
　
　
　
明
治
初
年
の
死
刑
数

集
録
さ
れ
た
十
編
の
諸
論
稿
は
、
い
ず
れ
も
珠
玉
の
勢
作
で
あ
り
、
彫
琢
さ

　
　
む
　
　
セ
　
　
　
ち

れ
た
ひ
か
り
を
有
し
て
い
る
。
以
下
、
順
を
お
つ
て
、
内
容
を
概
観
し
て
み
た

い
。

　
第
一
論
女
　
「
假
刑
律
の
一
考
察
」
（
庭
預
）

　
樹
立
後
、
ま
だ
目
も
淺
い
明
治
新
政
府
に
と
つ
て
、
刑
法
典
の
制
定
は
、
焦

眉
の
急
を
要
し
た
重
大
課
題
で
あ
つ
た
。
政
府
部
内
に
お
け
る
裁
勤
の
準
則
と

し
て
定
め
ら
れ
た
刑
法
典
で
あ
る
假
刑
律
は
、
た
と
え
そ
れ
が
、
奮
幕
府
天
領

の
一
部
に
原
則
と
し
て
行
わ
れ
た
暫
定
的
な
も
の
で
あ
つ
た
に
せ
よ
、
こ
の
後

に
つ
づ
く
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
な
ど
の
、
明
治
初
期
の
肚
會
を
規
律
し
た
一

連
の
東
洋
法
系
刑
法
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
「
近
代
目
本
刑
法
史
上
忘

る
べ
か
ら
ざ
る
」
（
剛
）
存
在
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
が
成
立
時
期
・
編
纂

者
・
編
纂
の
典
擦
な
ど
を
め
ぐ
る
考
究
で
あ
り
、
學
界
に
一
石
を
投
じ
た
論
孜

で
あ
る
。

　
從
來
、
假
刑
律
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
刑
法
事
務
局
時
代
の
所
産
と
す

る
説
と
、
刑
法
官
時
代
の
も
の
と
す
る
二
つ
の
見
解
が
あ
り
、
後
者
を
多
敷
と

す
る
が
、
激
授
は
、
當
時
の
司
法
官
聴
在
職
者
の
出
身
地
を
中
心
と
す
る
考
謹

に
も
と
づ
き
、
そ
れ
が
刑
法
事
務
科
・
刑
法
事
務
局
時
代
に
成
立
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
さ
れ
、
さ
ら
に
編
纂
の
主
導
権
は
、
肥
後
藩
の
細
川
護
久
を
筆
頭
と

す
る
、
溝
口
孤
雲
・
木
村
得
太
郎
ら
同
藩
關
係
者
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
こ
と

紹
介
と
批
評

を
論
讃
さ
れ
る
。
こ
の
假
刑
律
は
、
最
初
の
原
案
に
逐
次
修
正
を
加
え
た
、
い

わ
ば
「
流
動
的
な
法
典
」
（
㌃
ハ
）
で
あ
り
、
そ
の
改
正
は
、
刑
法
官
時
代
に
も

行
わ
れ
た
こ
と
に
注
意
を
は
ら
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
っ
ぎ
に
、
主
と
し
て
肥
後
藩
關
係
者
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
こ
と
の
當
然
の
臨

結
と
し
て
、
假
刑
律
に
あ
た
え
た
、
同
藩
の
刑
法
典
で
あ
り
、
「
徳
川
時
代
藩

刑
法
の
白
眉
」
（
欺
）
と
稽
せ
ら
れ
る
刑
法
草
書
の
影
響
が
、
き
わ
め
て
顯
著
で

あ
る
事
實
を
指
摘
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
本
稿
は
、
假
刑
律
と
肥
後
藩
と
の
密

接
に
し
て
不
可
分
な
蓮
關
を
聞
究
さ
れ
て
い
る
馳
に
、
顯
揚
す
べ
き
意
義
が
見

出
さ
れ
る
。

n
な
お
、
李
松
義
郎
助
教
授
に
よ
つ
て
、
本
論
の
紹
介
が
す
で
に
護
表
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
（
「
雛
調
破
襯
酸
か
聯
）
。

　
第
二
論
丈
　
「
新
律
綱
領
編
纂
關
係
者
考
」
（
虎
罹
頁
）

　
第
三
論
女
　
「
新
律
綱
領
の
施
行
に
關
す
る
一
老
察
」
（
既
距
頁
）

　
と
も
に
、
新
律
綱
領
の
研
究
に
か
か
る
。
明
治
新
政
府
が
、
は
じ
め
て
本
格

的
に
編
纂
し
た
刑
法
典
で
あ
る
新
律
綱
領
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
構
の
、
比
較

的
、
人
口
に
膳
灸
し
て
い
る
わ
り
に
は
、
こ
れ
に
闘
す
る
考
察
は
あ
ま
り
に
も

す
く
な
い
。
激
授
が
と
く
に
、
新
律
綱
領
の
編
纂
事
業
に
参
與
し
た
人
々
に
つ

き
論
究
さ
れ
た
の
が
、
第
二
論
文
で
あ
る
。

　
明
治
二
年
三
月
、
刑
法
官
に
お
い
て
新
律
編
纂
委
員
が
任
命
さ
れ
て
よ
り
、

翌
三
年
十
二
月
に
全
國
に
頒
布
さ
れ
、
さ
ら
に
四
年
初
頭
の
新
律
成
功
の
論
功

行
賞
に
い
た
る
約
二
年
間
を
、
得
が
た
い
資
料
を
縦
横
に
騙
使
さ
れ
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
編
纂
指
導
者
・
佐
々
木
高
行
、
起
草
委
員
・
水
本
成
美
、
鶴
田
酷
、

長
野
文
嫡
、
村
田
保
を
は
じ
め
、
刑
部
省
審
査
會
議
お
よ
び
太
政
官
審
査
會
議

の
出
席
者
を
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
編
纂
途
上
に
あ
る
、
太
政
官
審
査
會
議
に

九
一

（
一
八
七
）



紹
介
と
批
評

っ
い
て
の
記
述
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
泰
西
法
律
學
研
究
の
先
躍
と
も
い

う
べ
き
津
田
眞
一
郎
が
、
初
期
の
二
・
三
ヵ
月
間
で
あ
つ
た
と
は
い
え
、
事
業

に
關
與
し
て
い
た
事
實
は
興
を
よ
ぶ
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
彼
が
「
最
後
ま
で
…

…
關
係
し
て
い
た
な
ら
ば
、
『
新
律
綱
領
』
に
は
多
少
と
も
西
洋
刑
法
の
影
響

が
あ
た
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
」
（
配
七
）
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
の
末
尾
に
、
起
草
委
員
四
名
の
略
歴
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
便
宜
で

あ
る
。
な
お
當
時
の
司
法
部
内
に
お
け
る
律
令
學
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
復
古

的
法
學
派
の
総
帥
と
も
い
う
べ
き
水
本
成
美
に
つ
い
て
、
激
授
は
か
つ
て
「
明

治
法
制
史
上
に
於
け
る
水
本
成
美
」
な
る
論
策
を
も
の
せ
ら
れ
て
い
る
（
鶴
維
鮒

讐
錺
欝
槻
霧
）
．

　
第
三
論
文
は
、
明
治
三
年
十
二
月
二
十
七
日
、
全
國
の
府
・
縣
・
藩
に
頒
布

さ
れ
た
新
律
綱
領
を
、
各
地
で
は
ど
の
よ
う
に
蓮
守
・
施
行
し
た
か
に
つ
き
楡

討
さ
れ
た
所
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
頒
布
は
と
り
も
な
お
さ
ず
全
國
的
施
行

を
意
昧
し
た
、
と
す
る
從
來
の
見
解
の
箪
純
さ
を
指
摘
さ
れ
、
新
刑
典
の
頒
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

と
、
そ
の
實
際
的
施
行
の
聞
に
は
時
間
的
ず
れ
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
、

と
の
疑
間
を
提
出
し
、
こ
れ
が
解
明
を
企
圖
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
教
授
は
、
原
資
料
の
散
侠
と
い
う
困
難
と
た
た
か
わ
れ
つ
つ
も
、
ひ
ろ
く
各

地
の
資
料
を
蒐
集
・
精
査
さ
れ
、
當
時
の
實
態
を
浮
き
彫
り
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
新
律
綱
領
が
各
府
・
縣
・
藩
に
到
達
し
た
の
は
、
四
年
一
月
よ
り
二
月
に

か
け
て
で
あ
り
、
早
い
地
方
は
、
】
月
末
あ
る
い
は
二
月
か
ら
、
こ
れ
に
準
擁

し
て
刑
事
裁
判
を
行
つ
た
も
の
の
ご
と
く
で
は
あ
る
が
、
三
月
以
降
に
施
行
し

た
地
方
も
す
く
な
く
な
い
。
さ
ら
に
極
端
な
例
で
は
、
六
月
ま
た
は
七
月
の
塵

藩
の
と
き
ま
で
實
施
し
な
か
つ
た
事
實
を
具
謹
的
に
立
謹
さ
れ
て
い
る
。
か
く

て
、
「
新
律
綱
領
の
施
行
時
期
と
そ
の
施
行
方
法
は
、
…
…
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

九
二

（
一
八
八
）

そ
の
頒
布
も
し
く
は
到
達
が
同
時
に
施
行
を
意
昧
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
こ
と

は
飴
り
に
も
明
白
で
あ
ろ
う
。
新
律
綱
領
が
全
國
各
地
方
に
全
面
的
な
施
行
を

み
た
の
は
、
お
そ
ら
く
塵
藩
置
縣
以
後
の
こ
と
」
（
靴
九
）
で
あ
ろ
う
、
と
結
ば

れ
る
。
正
鵠
な
所
見
と
お
も
わ
れ
、
篁
・
者
も
心
か
ら
の
共
鳴
を
惜
し
ま
な
い
。

　
こ
の
論
述
に
よ
り
、
た
だ
に
新
律
綱
領
の
施
行
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
明

治
初
頭
に
お
け
る
各
地
の
態
檬
す
ら
も
窺
知
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の

観
融
か
ら
も
重
覗
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
信
ず
る
。

　
算
四
論
交
　
「
校
正
律
例
に
つ
い
て
」
（
瓢
ト
頁
）

　
校
正
律
例
な
る
刑
法
草
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
、
司
法
資
料
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
「
日
本
近
代
刑
事
法
令
集
」
（
鯛
鞠
、
一
）
に
は
じ
め
て
登
載
さ
れ
る
ま
で
、

そ
の
名
稻
す
ら
も
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、
い
う
な
れ
ば
埋
れ
た
刑
法
墓
条
の

感
す
ら
あ
た
だ
る
存
在
で
あ
つ
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
が
編
纂
の
時
期
・
由
來
よ

り
読
き
お
こ
し
、
そ
の
内
容
を
吟
味
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
明
治
刑
法
編
纂
史

上
に
し
め
る
意
義
に
つ
き
詳
密
な
考
究
を
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
明
治
初
期
の
法
典
編
纂
機
關
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
後
、
左
院
に
お

け
る
刑
法
編
纂
事
業
に
す
す
み
、
校
正
律
例
が
同
院
の
所
産
で
あ
り
、
か
つ
明

治
七
年
前
牛
期
の
起
草
で
あ
つ
た
、
と
推
臨
さ
れ
る
。
つ
い
で
そ
の
特
色
を
、

西
洋
法
律
の
部
分
的
纏
受
の
面
と
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
の
不
均
衡
の
是
正
・

補
充
の
面
の
二
方
向
よ
り
析
出
さ
れ
、
す
す
ん
で
そ
の
意
義
を
説
述
さ
れ
る
。

教
授
に
し
た
が
え
ば
、
本
草
案
は
、
「
『
律
』
の
様
式
に
西
洋
刑
法
の
影
響
を
若

午
と
り
い
れ
た
折
衷
案
で
あ
り
、
『
律
』
か
ら
毛
窪
8
旨
肩
甘
9
三
①
の
近

代
刑
法
法
典
へ
う
つ
り
ゆ
ぐ
過
渡
的
立
法
」
で
あ
り
、
「
本
質
的
に
は
東
洋
法

系
刑
法
の
類
型
に
驕
す
る
も
の
」
（
｝
酌
）
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
校
正
律
例
は
陽
の
目
を
み
胤
こ
と
な
く
草
案
の
ま
ま
葬
ら
れ
る



の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
姑
息
的
立
法
を
も
つ
て
し
て

は
、
は
げ
し
く
進
展
す
る
時
代
の
要
請
を
満
足
せ
し
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

つ
た
こ
と
と
、
こ
の
内
容
に
み
ら
れ
る
程
度
の
改
正
な
ら
ば
、
と
く
に
猫
立
の

法
典
と
し
な
く
て
も
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
、
と
い
う
二
者
を
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
本
論
は
、
校
正
律
例
に
關
す
る
唯
一
無
二
の
考
察
で
あ
り
、
明

治
刑
法
史
研
究
の
潔
化
に
寄
與
す
る
と
こ
ろ
多
大
な
る
力
稿
で
あ
る
。

　
第
五
論
丈
　
「
明
治
初
年
の
拷
問
制
度
－
そ
の
塵
止
過
程
の
一
研
究
；
」

　
　
　
　
　
　
（
鮎
航
）

　
本
編
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
拷
間
制
度
の
状
況
と
、
そ
れ
が
、
ど
の
よ
う

な
專
情
か
ら
駿
止
の
過
程
を
辿
つ
た
か
に
つ
き
、
綿
密
に
追
尋
さ
れ
た
論
稿
で

あ
つ
て
、
す
ぐ
れ
た
洞
察
に
富
む
史
的
省
察
は
、
現
行
法
研
究
者
に
と
つ
て
も

利
便
は
大
き
い
で
あ
ろ
5
。

　
教
授
は
、
は
じ
め
に
、
明
治
初
年
の
法
制
に
お
け
る
拷
間
を
述
べ
ら
れ
る

が
、
新
律
綱
領
が
頒
布
さ
れ
る
ま
で
は
新
政
府
の
刑
事
・
行
刑
方
針
よ
り
し

て
、
拷
間
制
度
に
あ
つ
て
は
、
徳
川
時
代
の
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
存
績
し
て
い

た
。
徳
川
幕
府
刑
法
は
自
白
必
要
主
義
を
探
用
し
た
が
、
そ
の
拷
問
制
度
は
、

拷
問
を
牢
問
と
、
狡
義
の
拷
間
の
二
種
類
に
わ
け
る
の
が
特
長
で
あ
つ
た
。
教

授
は
、
後
者
は
釣
責
の
み
で
あ
る
、
と
噺
じ
、
議
論
の
存
す
る
海
老
責
を
前
者

と
み
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
新
律
綱
領
は
、
純
然
た
る
「
律
」
系
統
の

刑
法
典
で
あ
る
た
め
、
杖
一
種
に
よ
る
拷
訊
方
法
の
み
に
限
定
さ
れ
る
き
わ
め

て
寛
大
な
も
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
方
針
は
、
わ
ず
か
敷
ヵ
月
に
し
て
根
本
的

に
攣
革
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
明
治
六
年
一
月
に
断
獄
則
例
が
制
定
さ
れ
、
刑
具

に
算
板
（
石
抱
）
が
追
加
さ
れ
た
が
、
若
干
の
制
約
規
定
が
な
い
わ
欧
で
は
な

紹
介
と
批
評

か
つ
た
。
こ
れ
に
つ
づ
く
改
定
律
例
は
、
そ
の
笙
三
八
條
に
、
「
凡
罪
ヲ
漸

ス
ル
ハ
ロ
供
結
案
二
依
ル
」
と
明
示
し
、
こ
の
條
交
こ
そ
、
「
當
時
の
拷
間
制

度
を
麦
持
す
る
パ
ッ
ク
ポ
ー
ン
で
あ
つ
た
」
（
↑
恥
）
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
拷
問
慶
止
論
が
現
わ
れ
て
く
る
。
第
二
論
交

紹
介
の
さ
い
鰯
れ
た
、
津
田
眞
一
郎
（
眞
道
）
が
、
明
治
七
年
、
「
明
六
雑
誌
」

上
に
展
開
せ
る
「
拷
問
論
」
が
本
格
的
反
封
論
の
噛
矢
で
あ
つ
た
。
翌
年
、
司

法
部
内
に
確
固
不
動
の
立
場
を
占
め
て
い
た
ボ
ア
ソ
ナ
；
ド
の
意
見
書
・
建
白

書
に
よ
り
、
拷
問
制
度
は
崩
壌
の
危
機
に
ひ
ん
し
た
。
つ
い
で
九
年
に
は
、
陸

奥
宗
光
の
「
改
定
律
例
第
三
百
十
八
條
改
正
に
關
す
る
意
見
書
」
が
元
老
院
を

通
過
し
、
同
年
六
月
に
太
政
官
布
告
と
し
て
護
せ
ら
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
「
法

定
謹
擦
主
義
よ
り
自
由
心
謹
主
義
へ
の
劃
期
的
轄
同
を
意
味
し
」
（
か
期
）
た
も

の
の
、
拷
間
に
關
す
る
規
定
は
依
然
と
し
て
存
績
し
、
自
白
を
え
る
た
め
の
拷

問
は
そ
の
跡
を
断
た
な
か
つ
た
。
さ
れ
ば
、
こ
れ
に
封
す
る
内
外
の
批
難
は
、

條
約
改
正
事
業
途
行
の
大
き
な
支
障
と
な
つ
た
。
か
く
て
、
政
府
は
拷
問
の
全

面
的
塵
止
を
決
意
し
、
十
二
年
十
月
八
日
の
太
政
官
布
告
の
護
令
は
、
わ
が
國

に
お
け
る
拷
問
制
度
の
法
制
的
終
焉
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
最
後
に
、
拷
問
制
度
は
、
「
根
本
的
に
は
個
人
の
基
本
的
人
灌
を
輕
覗
し
た

前
近
代
的
思
想
に
、
そ
の
基
盤
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
が
た
め
、
刑
事
訴
訟
に

お
い
て
自
由
心
鐙
主
義
を
探
用
し
、
制
度
と
し
て
の
拷
問
を
否
定
し
え
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
，
一
般
肚
會
の
人
権
擁
護
思
想
の
成
熟
の
度
合
に
鷹

じ
、
非
合
法
的
な
拷
問
は
依
然
と
し
て
實
際
の
司
法
、
警
察
界
に
、
根
彊
く
残

存
す
る
」
（
卜
姻
）
と
い
わ
れ
る
教
授
の
評
言
は
ま
こ
と
に
適
切
で
あ
り
、
ふ
か

い
賛
意
を
表
し
た
い
。

　
な
お
、
本
研
究
に
つ
い
て
、
李
松
助
教
授
の
紹
介
が
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て

九
三

（
一
八
九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

お
人
縞
瀟
披
腰
騒
翻
）
．

三

　
維
新
後
、
新
律
綱
領
が
全
國
に
頒
布
さ
れ
る
ま
で
の
約
三
年
間
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
府
・
縣
・
藩
が
、
一
朦
は
新
政
府
の
刑
事
に
闘
す
る
新
し
い
政
策
に
拘
束

さ
れ
な
が
ら
も
、
か
な
り
自
由
に
、
領
内
の
刑
事
・
行
刑
政
策
を
行
つ
て
い
た

時
代
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
そ
の
當
時
に
お
い
て
、
濁
自
の
刑
典
を
編
纂
し

た
地
方
が
あ
つ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
當
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
つ
た
、
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
所
産
で
あ
る
各
地
の
刑
法
典
は
、
お
の
お
の
が
別
異
の

立
場
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
特
色
あ
る
内
容
を
も
つ
も
の
が
多

く
、
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
な
ど
の
明
治
政
府
の
刑
法
典
と
は
ち
が
つ
た
興
味

を
よ
ぶ
ゆ
え
ん
も
、
ま
た
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
ざ
て
、
追
放
刑
中
心
の
幕
藩
刑
罰
薩
系
が
、
い
か
に
し
て
近
代
的
自
由
刑
に

移
行
・
交
替
し
て
い
つ
た
か
、
と
い
う
過
程
の
解
明
は
、
刑
法
史
の
重
要
課
題

で
あ
る
が
、
第
二
部
に
牧
載
さ
れ
る
三
稿
は
、
こ
の
自
由
刑
成
立
史
と
密
接
な

る
關
係
を
も
ち
、
鰯
れ
る
と
こ
ろ
は
す
く
な
く
な
い
。

　
教
授
は
、
克
明
な
考
讃
に
も
と
づ
い
て
問
題
の
核
心
を
と
ら
え
、
的
確
な
る

覗
野
の
も
と
に
濁
自
の
見
解
を
提
出
さ
れ
る
。
先
行
業
績
の
乏
し
い
分
野
で
あ

る
だ
け
に
、
今
後
の
研
究
に
大
き
な
礎
石
を
あ
た
え
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
第
六
論
丈
　
「
明
治
初
年
の
和
歌
山
藩
刑
法
ー
『
刑
法
内
則
』
及
び
『
徒

　
　
　
　
　
　
刑
之
法
』
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
恥
嘘
忘
）

　
第
七
論
丈
　
「
明
治
初
年
の
紳
奈
川
縣
刑
法
ー
新
律
綱
領
施
行
以
前
の
臨

　
　
　
　
　
　
時
刑
法
典
と
徒
刑
制
度
ー
」
（
恥
瓢
耽
）

　
第
六
論
文
は
、
刑
事
・
行
刑
方
針
に
つ
い
て
、
新
政
府
の
そ
れ
を
、
い
ち
は

九
四

（
一
九
〇
）

や
く
蓮
守
・
實
施
し
た
和
歌
山
藩
の
、
「
徒
刑
之
法
」
と
「
刑
法
内
則
」
の
二

制
定
法
を
め
ぐ
つ
て
、
明
治
初
頭
に
お
け
る
同
藩
の
徒
刑
制
度
を
述
べ
、
そ
の

意
義
を
明
快
に
論
じ
ら
れ
た
考
究
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
「
徒
刑
之
法
」
の
制
定
に
つ
き
槍
討
さ
れ
、
そ
れ
が
明
治
二
年
二
月

よ
り
四
月
ま
で
の
聞
に
編
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
、
そ
の
内
容
を
分
析
さ
れ

た
後
、
こ
れ
が
近
代
行
刑
史
上
に
し
め
る
意
義
に
お
よ
ば
れ
る
が
、
こ
こ
で
示

さ
れ
る
、
徳
川
時
代
に
行
わ
れ
た
二
つ
の
系
統
の
自
由
刑
ー
そ
の
一
つ
は
、

「
律
」
系
統
の
徒
刑
で
あ
り
、
他
は
、
寄
場
の
制
度
で
あ
る
が
ー
の
性
格
に

關
す
る
教
授
の
所
見
は
き
わ
め
て
示
唆
に
富
み
、
注
親
し
て
い
い
。
つ
ぎ
に
、

三
年
閏
十
月
の
「
刑
法
内
則
」
に
う
つ
り
、
特
色
を
指
摘
さ
れ
る
が
、
よ
し
そ

れ
が
統
一
刑
典
確
立
ま
で
の
暫
定
的
な
準
則
で
あ
つ
た
に
せ
よ
、
そ
の
有
す
る

近
代
刑
法
的
傾
向
を
た
か
く
許
贋
さ
れ
て
、
「
明
治
十
五
年
刑
法
制
定
に
さ
き

だ
ち
、
刑
法
近
代
化
の
萌
芽
は
す
で
に
早
く
明
治
初
期
藩
刑
法
の
一
部
に
蓬
頭

し
つ
つ
あ
つ
た
」
（
卜
臥
）
と
結
論
さ
れ
る
。

　
な
お
、
本
稿
に
封
す
る
李
松
助
教
授
の
論
評
が
あ
る
こ
と
を
し
る
し
た
い

（
箋
禦
麟
轟
綱
）
。

　
第
七
論
文
は
、
維
新
直
後
、
新
政
府
の
直
轄
領
で
あ
る
神
奈
川
縣
に
お
い
て

制
定
・
施
行
さ
れ
た
刑
法
典
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
徒
刑
制
度
を
紹
介
・
吟
味

さ
れ
た
研
究
で
あ
る
。
明
治
元
年
閏
四
月
の
假
刑
法
は
、
翌
二
年
五
月
の
「
刑

法
假
定
」
「
徒
罪
期
限
」
の
法
の
編
成
と
な
り
、
そ
の
全
貌
を
示
さ
れ
る
。
つ

い
で
、
徒
刑
制
度
の
態
檬
を
、
徳
川
幕
府
の
石
川
島
人
足
寄
場
お
よ
び
明
治
以

降
に
各
地
で
開
始
さ
れ
た
徒
刑
の
状
況
と
封
比
さ
れ
つ
つ
縷
読
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
・
神
奈
川
徒
刑
が
、
「
典
型
的
な
寄
場
系
統
の
も
の
」
（
龍
恥
）
で
あ
る
こ
と

を
閾
明
し
、
そ
れ
は
、
神
奈
川
の
假
刑
法
典
が
、
も
つ
ぱ
ら
御
定
書
の
枠
内
に



お
け
る
改
正
專
業
で
あ
つ
た
黙
に
原
由
を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
八
論
丈
　
「
刑
法
局
格
例
調
考
！
仙
毫
藩
刑
法
の
一
研
究
ー
よ
（
恥
膿
ト
）

「
刑
法
局
格
例
調
」
に
つ
い
て
は
、
い
ま
は
亡
き
小
早
川
欣
吾
教
授
の
筆
に
な

る
先
騙
的
螢
作
が
存
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
編
は
、
小
早
川
教

授
の
所
論
へ
の
批
到
と
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
が
内
容
・
性
格
を
究
明
さ
れ
た
論
孜

で
あ
る
。

　
冒
頭
、
明
治
二
年
に
、
仙
豪
藩
に
は
刑
法
局
な
る
役
所
が
あ
つ
た
事
實
を
推

定
さ
れ
、
「
刑
法
局
格
例
調
」
の
「
刑
法
局
」
は
そ
れ
を
指
し
て
い
る
、
之
断

ぜ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
格
例
調
」
の
編
纂
時
期
は
、
お
そ
ら
く
仙
毫
藩
降
伏

後
、
明
治
二
年
以
前
に
、
同
所
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
、
名
構
に
ふ
さ
わ
し
い
一
種
の
刑
專
先
例
調
査
書
と
も
よ
ば
れ
る
べ
き
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
セ

を
有
し
て
い
る
の
で
、
小
早
川
教
授
の
所
言
に
み
ら
れ
る
ご
と
き
明
治
初
頭
の

藩
刑
典
で
は
け
つ
し
て
な
い
、
と
力
読
さ
れ
る
。

　
つ
い
で
示
さ
れ
る
「
格
例
調
」
の
分
析
は
緻
密
で
あ
り
、
論
理
的
に
整
序
さ

れ
た
正
論
と
お
も
わ
れ
、
教
授
の
ゆ
た
か
な
造
詣
の
一
端
が
5
か
が
え
る
。
徳

川
時
代
の
各
藩
法
を
刑
法
の
分
野
よ
り
み
る
に
、
幕
府
法
の
方
針
・
内
容
を
比

較
的
忠
實
に
蓮
守
し
た
も
の
と
、
幕
府
法
の
影
響
が
割
合
に
弱
く
、
い
わ
ば
ロ

！
カ
ル
カ
ラ
ー
の
濃
厚
な
も
の
と
の
、
二
つ
に
大
別
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
「
格

例
調
」
に
盛
ら
れ
た
仙
憂
藩
刑
法
の
全
容
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
前
者
の
類

型
に
麗
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
態
度
は
、
幕
府
法
の
動
向

に
從
順
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
た
め
、
仙
毫
藩
刑
法
の
な
か
に
は
、
近
代
刑
法
思

潮
の
胎
動
を
ま
つ
た
く
見
出
し
え
な
い
、
と
教
授
は
断
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
本
論
稿
は
、
仙
藁
藩
刑
法
の
絡
括
的
攻
究
と
し
て
貴
重
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
徳
川
幕
府
刑
法
な
ら
び
に
藩
刑
法
の
概
要
を
察
知
す
る

紹
介
と
批
詐

う
え
よ
り
も
、
鹸
へ
の
企
及
を
ゆ
る
さ
ぬ
研
究
で
あ
り
、
随
所
に
み
ら
れ
る
透

徹
し
た
所
説
は
、
稗
釜
さ
れ
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
。

　
第
九
論
丈
　
「
近
代
日
本
の
絞
首
豪
」
（
配
既
桟
）

　
第
剛
O
論
交
　
「
明
治
初
年
の
死
刑
敏
」
（
弛
漱
忙
）

　
本
書
の
雀
末
に
附
録
と
し
て
添
え
ら
れ
、
と
も
に
死
刑
に
關
す
る
。
前
者

は
、
絞
首
刑
の
器
具
が
、
明
治
初
年
以
降
、
ど
の
よ
う
な
攣
遷
を
辿
つ
て
き
た

か
に
つ
き
、
興
昧
ふ
か
く
厳
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
年
の
新
律
綱
領

に
定
め
ら
れ
た
絞
柱
は
、
そ
の
構
造
の
不
完
全
な
る
こ
と
を
暴
露
し
て
蘇
生
事

件
を
惹
き
お
こ
し
、
た
め
に
六
年
に
は
絞
架
の
登
場
と
な
る
。
以
後
お
よ
そ
八

十
年
飴
、
基
本
形
式
に
ほ
と
ん
ど
攣
化
を
み
な
い
の
は
、
そ
れ
が
も
つ
と
も
苦

痛
す
く
な
き
絞
刑
方
法
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
わ
れ
る
。

　
後
者
は
、
明
治
初
年
の
死
刑
敷
が
｝
般
に
判
明
し
て
い
る
の
は
八
年
以
降
で

あ
る
が
、
激
授
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
死
刑
の
動
向
を
考
察
せ
ん
と
す
る
場

合
、
維
新
直
後
七
年
間
に
わ
た
る
敷
字
の
室
白
を
遺
憾
と
さ
れ
、
當
時
の
第
二

次
的
資
料
の
検
討
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
期
間
の
欠
敏
の
補
墳
を
意
圖
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
研
究
者
に
と
つ
て
き
わ
め
て
贋
値
た
か
き
資
料
で
あ
り
、
機
宜

の
學
で
あ
ろ
う
。

四

以
上
、
各
論
編
に
つ
い
て
、
杜
撰
な
紹
介
を
こ
こ
ろ
み
た
。
教
授
の
説
か
れ

る
と
こ
ろ
は
、
ま
こ
と
に
肯
繁
に
値
す
る
こ
と
の
み
で
あ
る
が
、
筆
者
の
蒙
昧

さ
が
、
蕪
筆
を
弄
す
る
途
上
に
お
い
て
、
激
授
の
本
旨
を
そ
こ
な
う
個
所
の
あ

る
こ
と
を
お
そ
れ
、
ひ
と
え
に
御
宥
恕
を
乞
い
た
い
。

　
す
で
に
し
る
し
た
ご
と
く
、
明
治
刑
法
史
の
分
野
は
、
從
前
、
ほ
と
ん
ど
未

九
五

（
一
九
一
）



紹
介
と
批
詳

墾
の
ま
ま
の
こ
さ
れ
て
い
た
研
究
部
門
で
あ
つ
た
。
「
こ
の
領
域
に
お
け
る
今

日
の
要
請
は
、
概
読
的
、
綜
合
的
研
究
よ
り
も
、
む
し
ろ
新
資
料
の
追
求
お
よ

び
部
分
的
、
特
殊
的
研
究
で
あ
る
」
と
は
、
本
書
の
序
文
に
お
け
る
教
授
の
言

葉
で
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
満
腔
の
同
感
を
禁
じ
え
な
い
。
け
だ
し
、
特
殊
的
攻

究
の
集
積
の
う
え
に
、
は
じ
め
て
、
綜
合
的
な
概
観
は
形
象
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

　
教
授
は
、
豊
富
な
資
料
を
丹
念
に
蒐
集
整
序
さ
れ
、
精
緻
な
考
謹
に
も
と
づ

い
て
明
快
に
所
論
を
展
開
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
あ
く
ま
で
も
實
謹
的
に
眞

實
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
學
的
態
度
の
、
全
編
に
み
な
ぎ
つ
て
い
る
の
を
、
筆

者
は
つ
よ
く
感
得
す
る
。
そ
し
て
、
ゆ
た
か
な
學
殖
に
裏
付
け
ら
れ
た
鋭
利
な

洞
察
は
、
格
調
た
だ
し
い
筆
致
と
あ
い
ま
つ
て
、
讃
む
も
の
を
し
て
、
一
握
の

疑
團
を
も
の
こ
す
こ
と
な
く
理
會
さ
せ
ず
に
は
お
く
ま
い
。

職後の

十
有
鯨
年
、
明
治
刑
法
史
を
め
ぐ
る
教
授
の
不
断
の
研
學
は
、
い
ま

　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

や
貴
重
な
み
の
り
を
も
た
ら
し
た
。
本
書
こ
そ
、
學
界
の
期
待
に
こ
た
え
た
學

問
的
香
り
た
か
い
所
産
で
あ
り
、
昨
年
樟
尾
を
か
ざ
る
か
が
や
か
し
い
牧
穫
で

あ
る
、
と
い
つ
て
も
、
け
つ
し
て
盗
美
の
言
で
は
な
い
。

　
搦
筆
に
の
ぞ
み
、
教
授
に
衷
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
さ
さ
げ
る
と
共
に
、
將

來
の
御
加
餐
を
、
切
に
希
念
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
は
、
本
塾
法
學
研
究
會
の
出
版
補
助
金
に
も
と
づ
き
、
同
會
か

ら
襲
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
も
同
補
助
金
に
よ
る
論
著
の
上
梓
を
、

こ
の
機
會
に
切
望
い
た
し
た
い
。
　
（
慶
慮
通
信
株
式
會
肚
登
費
　
A
5
版
　
二

六
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頒
債
四
二
〇
圓
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健
）
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